
第１９回ＪＲ関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通活性化協議会 

 

次    第 

 

日 時  令和３年９月２４日（金）１５：００～ 

           場 所  ＷＥＢ会議にて開催 

 

１ 開  会 

 

２ 議  題 

（１）協議事項 

協議第１号 令和３年度補正予算（案）    資料１ 

協議第２号 計画策定方針      資料２ 

   協議第３号 圏域の移動実態及びニーズ調査           資料３ 

   協議第４号 対象地域の現況整理      資料４ 

   協議第５号 現計画の目標達成状況             資料５ 

協議第６号 取組進捗状況                   資料６ 

   協議第７号 広域バスのダイヤ変更(１０月～)   資料７ 

 

（２）報告事項 

報告第１号 相楽東部広域バスの利用状況    資料８ 

 

３ そ の 他 

意見交換 

 

４ 閉  会 

 



分　　野 所　　属 職　　名 氏　　名(敬称略) 備考 出欠
代理出席者
(敬称略)

学 識 経 験 者
名 古 屋 大 学 大 学 院
環 境 学 研 究 科

教 授 加 藤 博 和 会長 出席

笠 置 町 社 会 福 祉 協 議 会 会 長 北 口 隆 吾 出席

一般社団法人南山城村シル
バ ー 人 材 セ ン タ ー

事 務 局 員 西 田 勝 逸 出席

和 束 茶 源 郷 ガ イ ド の 会 会 長 阿 部 忠 出席

西日本旅客鉄道株式会社
大 阪 支 社

総 務 企 画 課 長 兒 嶋 一 裕 出席

奈 良 交 通 株 式 会 社
乗 合 事 業 部
統 括 課 長

松 石 康 志 出席

株 式 会 社 キ タ モ リ 代 表 取 締 役 北 森 浩 貴 出席
寝台事業部
酒井孝祐

一 般 社 団 法 人 京 都 府
タ ク シ ー 協 会

専 務 理 事 足 立 高 広 出席

事業用自動車の運転
者が組織す る 団体

奈 良 交 通 労 働 組 合 執 行 委 員 長 今 西 宏 出席

道 路 管 理 者 京都府山城南土木事務所 技 術 次 長 安 見 浩 一 出席

公 安 委 員 会 京 都 府 木 津 警 察 署 交 通 課 長 中 島 直 樹 欠席

近 畿 運 輸 局 交 通 政 策 部 交 通 企 画 課 長 片 田 一 真 出席

近畿運輸局京都運輸支局 首 席 運 輸 企 画 専 門 官 曽 川 高 円 欠席

地 域 関 係 団 体
相 楽 東 部 未 来 づ く り
セ ン タ ー

副 セ ン タ ー 長 山 本 勇 人 欠席

京 都 府 建 設 交 通 部 交 通 政 策 課 長 細 井 浩 一 出席

京 都 府 山 城 広 域 振 興 局
地 域 連 携 ・ 振 興 部

企 画・連 携 推 進 課 長 松 田 克 也 出席

笠 置 町
参事兼総務財政課長兼商工
観 光 課 長

前 田 早 知 子 出席

南 山 城 村 総 務 財 政 課 長 杉 本 浩 子 出席

和 束 町 総 務 課 長 岡 田 博 之 出席
行財政担当課長
宮木　大

オブサーバー

分野 所属 職　　名 氏　　名(敬称略) 備考 出欠
代理出席者
(敬称略)

京 都 府 山 城 広 域 振 興 局 副 局 長 湯 瀬 敏 之 欠席

木 津 川 市 マ チ オ モ イ 部 学 研 企 画 課 長 山 口 一 成 出席
学研企画課
主任 楠見卓也

伊 賀 市 企 画 部 企 画 振 興 部 次 長 風 隼 徳 彰 欠席

関 係 市 町

第19回 ＪＲ関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通活性化協議会出席委員名簿

利 用 者 代 表

交 通 事 業 者 等

運 輸 行 政

計 画 作 成 者



資料１

歳　入 （単位：円）

当初 補正後 増減

5,877,000 7,127,000 1,250,000

5,877,000 7,127,000 1,250,000

2,469,000 2,469,000 0

2,469,000 2,469,000 0

0 0 0

2,469,000 2,469,000 0

0 0 0

10,603,205 10,603,205 0

10,603,205 10,603,205 0

10,603,205 10,603,205 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

18,949,205 20,199,205 1,250,000

歳　出 （単位：円）

当初 補正後 増減

120,000 120,000 0

120,000 120,000 0

120,000 120,000 0

12,696,000 13,642,000 946,000

4,939,000 5,885,000 946,000

4,939,000 5,885,000 946,000

7,757,000 7,757,000 0

6,133,205 6,437,205 304,000

6,133,205 6,437,205 304,000

6,133,205 6,437,205 304,000

18,949,205 20,199,205 1,250,000計

３予備費

１予備費

１予備費

（年間契約約5,126千円、災害等臨時運行分354千円）

・相楽東部公共交通総合時刻表作成経費　2,000,000円

・相楽東部広域バスロケーションシステム等運用　277,000円

２事業費

１調査計画費

１調査計画費 ・地域公共交通計画作成経費（契約に伴う増）←今回補正額

２事業費

１事業費 7,757,000 7,757,000 0

・相楽東部広域バス運行経費　5,480,000円

１運営費

１会議費

１会議費 ・協議会運営等の事務経費（協議会＠40,000円X3回）

款　項　目 摘　　　要

１繰越金

4 諸収入

1雑収入

１雑収入

計

２地方公共団体補助金

3 繰越金

１繰越金

２行政支出金

１補助金

・地域公共交通確保維持改善事業費補助金申請予定（国交省）
１国庫補助金

・地域公共交通調査事業費補助金交付決定額（国交省）

２負担金 5,877,000 7,127,000 1,250,000

・120,000円（協議会運営経費）は、府及び3町村負担金

・1,250,000円（計画作成経費）府負担金　←今回補正額

・5,757,000円（広域バス運行経費）は、3町村負担金

２負担金

ＪＲ関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通活性化協議会　令和３年度補正予算（案）について

款　項　目 摘　　　要

１分担金及び負担金
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計画策定方針について 

■

資料２ 
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圏域の移動実態及びニーズ調査について 

 

➀住民アンケート調査 

３町村の住民を対象として、日常生活における移動の実態や、現在の公共交通に対する認識、

理解度、今後の利用意向、その他意見、要望等を把握するためのアンケート調査を実施する。 

調査内容については、現計画策定時のアンケートの設問を基本とするが、現計画の基本方針

の達成状況に関する設問など、現計画の評価や新計画への反映に必要な設問を追加する。 

また、町村によって異なる域内交通が運行されているので、各町村の交通手段に対応した設問

を設ける。従って、調査票は町村別に３種類作成する。 

■住民アンケート実施要領 

調査対象 ○３町村の全世帯に配布。 

○１世帯につき調査票を３枚。 

配布・回収

方法 

○配布は、９月末に３町村の全世帯に配布される相楽東部広域連合「広報れんけい」

に挟み込んで実施。 

○回収は、協議会事務局（笠置町商工観光課）宛の郵送。 

調査項目 【３町村に共通する調査項目】 

○日常の外出における主な行き先、頻度、利用交通手段など 

 （※通勤・通学、通院、買い物の各目的別に質問） 

○３町村共通の交通手段（JR 関西本線、相楽東部広域バス）の利用状況（利用頻度、

時間帯、乗降区間、駅やバス停へのアクセス方法等）及び不満や要望 

○現計画下で実現した公共交通施策及び公共交通で行ける施設に対する認知状況 

○公共交通に対する要望・意見、末永く運行するためのアイディア等 

○個人属性 

【町村により異なる調査項目】 

○各町村内を運行する交通手段の利用状況及び不満や要望 

・笠置町：町内循環バス 

・和束町：奈良交通バス和束木津線、茶畑周遊グリスロ交通 

 ※宇治木屋線犬打峠トンネル開通後のバス運行時の利用意向 

・南山城村：村営バス、やまなみ交通（村タク、月ヶ瀬ニュータウン線） 

 

 

 

 

 

 

資料３ 
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□住民アンケート調査票の設問項目 

 和束町 南山城村 笠置町 

質問１ 普段の外出について    

 通勤・通学目的の外出 行き先と交通手段 ○ ○ ○ 

 その他の目的での外出 主な目的 ○ ○ ○ 

  行き先 ○ ○ ○ 

  交通手段 ○ ○ ○ 

 移動や送迎の不安や不満 不安や不満に感じること ○ ○ ○ 

質問２  

公共交通の利用について 
対象路線 奈良交通バス 

和束木津線 

(一般の路線バス) 

コミュニティバス 

・村営バス 

(無料･村民外利用可) 

町内循環バス

(無料･ 

町民外利用不可) 

 JR関西本線、相楽東部広域バスの利用頻度・区間 － ○ ○ 

 地域内交通の利用 利用頻度 ○ ○ ○ 

  よく利用する区間 ○ － ○ 

  バスへの満足度 ○ － ○ 

  バスを利用しにくいと感じる点 ○ ○ ○ 

  行政の運行補助の現状を踏まえた

今後の運行継続に対する意見 
○ － － 

  今後の運行形態について － － ○ 

質問３ 犬打峠トンネルの開通について    

 トンネル開通の認知 ○ － － 

 外出機会の増加について ○ － － 

 新規バス路線の運行について 利用の有無 ○ － － 

  希望する終着駅 ○ － － 

質問４ 公共交通の取組について    

 相楽東部地域主要施設へのアクセスについて ○ ○ ○ 

 ３町村の取組の認知・効果 ○ ○ ○ 

 重要と思う公共交通の取組 ○ ○ ○ 

 セミナーや研究会、公共交通運行への参加意欲 ○ － － 

 公共交通のあり方に対する考え ○ － － 

属性 ○ ○ ○ 

公共交通に対する自由意見 ○ ○ ○ 
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➁事業者ヒアリング調査 

現在の公共交通機関の運行を継続していくための課題、コロナ禍での影響や今後の取り組み

や事業の方針等を把握するため、圏域内の公共交通を運行する交通事業者（民間タクシーを含

む）にヒアリング調査を実施する。加えて、改正後の法体系に示されている「地域の輸送資源の総

動員」の視点を踏まえ、通院、買い物や福祉施設等の移動目的施設が送迎等を行っている場合、

その主体である施設や団体も調査対象とする。 

■事業者ヒアリング調査実施要領 

調査対象 ○地域内の公共交通運行主体、委託事業者（ＪＲ、奈良交通、(株)キタモリ、等） 

○３町村を営業範囲とするタクシー事業者（近隣市に本拠を持つ事業者を含む） 

○３町村運行交通手段の運営主体（南山城村やまなみ交通運営協議会、等） 

○住民の移動を支援する輸送を行っている団体（社会福祉協議会、送迎バスを運行

している医療施設や商業施設、等） 

実施方法 対面ヒアリングを原則とする（状況に応じて書面ヒアリングやWebヒアリング） 

実施時期 住民アンケート調査結果が概ねまとまった時期に実施（11月中旬～） 

→アンケート結果を事業者に共有し意見聴取等を行う 

ヒアリング

内容 

〇対象事業者の特性に応じ、下記の項目の中からヒアリング内容を選定 

・現在の利用実態、近年の利用動向及びその要因 

・サービス維持、事業継続への課題（乗務員の確保、国などの支援、等） 

・利用促進に向けた取組（過去の経験、今後の方針、アイディア、等） 

・送迎等を目的とした輸送手段を公共交通として活用することへの考え 

・公共交通関係の新たな技術や取組に対する考え（MaaS､貨客混載､自動運転､等） 

・現計画の具体施策の進捗状況（実施主体である事業者を対象） 

・(5)で後述する３町村公共交通ポータルサイトの構築に向けた基本設計に関連する

情報収集や意見聴取 

・新計画に盛り込む可能性のある事業について事業者の立場からの意見 
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➂地域懇談会の開催 

圏域住民をはじめ、医療、福祉、教育、商業等生活に不可欠な様々な分野の関係者が同じ席

につき意見交換することで、アンケート調査では把握しきれない課題等を抽出することを目的とし

て、地域懇談会を開催する。 

■地域懇談会実施要領 ※以下は検討中の案であり、今後変更の可能性がある。 

開催回数 各町村にて１回ずつ開催 

→公共交通機関を利用して来場できる時間帯での開催を検討 

開催時期 11月中～下旬 

参加者 〇各回 20名～25名程度を想定 

・住民：各町村で公募または自治会等を通じての推薦 

→高齢者、高校生、その他運転免許を持たない人を含むことが望ましい 

・医療、福祉、教育、商業、観光など、公共交通の利用に関係する施設や団体の

関係者 

実施方法と

進め方（案） 

 

・参加者は７～８名程度のグループに分かれる。 

・全体説明…公共交通の現状、現計画下の施策、住民アンケート結果の概要 等 

・その後、設定したテーマに沿ってグループでの意見交換。各グループに進行役

を１名置く。 

テーマの案：相楽東部に末永く暮らすためにどんな公共交通があるとよいか？

公共交通をもっと利用してもらうためにどうしたらよいか？など 

・全体まとめ…各グループの代表者が、自身のグループで話し合われた内容を全

員に説明し、他グループでの結果について全参加者での共有を図る 

※全体で 90分程度を想定 

 

④シンポジウムの開催 

【内容・構成（現段階での想定）】 

・協議会会長による基調講演 

・現計画の下で実現した取組及び成果の発表 

・協議会会長及び３町村の首長によるパネルディスカッション（住民代表の参加も検討） 

 

⑤シンポジウムの開催 

【内容・構成（現段階での想定）】 

・３町村で実施した地域懇談会の成果報告（檀上発表と共にパネル展示も実施） 

・各町村のお出かけスポット（カフェなど）による出店やＰＲブースの設置 

 ※名称が「交流会」なので、「公共交通を利用することによる地域の魅力・楽しみの再発見」等

につながるような内容を検討する。 

 ※３町村の住民が公共交通で来場できる場所、時間帯で設定する。 


